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第26期 政策実現総行動 第23弾

「政策実現総行動」は、次年度予算概算要求・税制改正へ航空連合の要望を反映させるため、
例年6～8月に本部・地方組織が一体となって集中的に政策実現に取り組む行動です。

【航空連合愛知】
中部国際空港においては、国内線・国際線ともに復便で活気を取り戻している。今後は、観光需要拡大と

受け入れ体制の強化、サービス品質の向上、そして空港で働くものにとっての総合的な働く環境の整備が
必要である。航空連合愛知は利用者と働く者の視点から改善を要請するともに、一緒になって取り組みを
進めていくことをお願いする。

航空連合愛知では、8月25日（月）に中部国際空港株式会社（CJIAC）
に対して、空港を拠点とした観光需要のさらなる発展を見据えた、人手
不足への対応や総合的な働く環境の整備に向け、職場の声をもとにした
地方政策提言を提出し、以下の受け止めが示されました。

【CJIACの受け止め（抜粋）】
＜安全性の向上について＞
（SPOT24番PBBのスタンバイ位置のラインの引き直しについて）
• 本要請を受けて現地確認をふまえた上で、作業安全性の向上に向けて、ラインの引き直しなどの是正を検討
している。

（貨物地区上屋の標識の再塗装と交換について）
• 消防等の定期査察では問題ないと判断されているが、要請の通り標識の文字が薄く視認性が悪くなっている
ことなどを踏まえ、改善させていただく。

• 新しい標識は現在発注しているので、届き次第交換を実施したい。
＜利用者の利便性向上について＞
（旅客カウンター付近の手荷物開披台の設置について）
• 昨年の要請もふまえ、今年8月に国内線・国際線で合計

8台の開披台を設置を完了している。
• 同時にピクトグラムも設置していることや、10月に
更新予定のフロアマップにも表記していく予定なので、
利便性が向上するものと考えている。

（センターピアトンネル付近の路面段差の解消について）
• 海上空港ということで、地盤沈下も想定して路面塗装を
している。

• 長期的な運用を見据えて、技術的な目処が立ったこと
から、今年度末に段差解消を予定している。

左から）航空連合愛知 森下 会長、
CJIAC総務部総務グループ 村井 グループ長 
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